「読書感想文」が好きになる！
　おうちの人と楽しく、会話からうまれる「読書感想文」フォーマット
「来年もやりたい！」そんな声を聞きます。
[image: ]　　　　　　　　　まず、本を読んだことをほめてあげましょう。

【読書感想文のしくみ】
作文も読書感想文もレポートも、「はじめ」「なか」「おわり」という形が基本です。
分量はおよそ、「はじめ」２～３割、「なか」５～６割、「おわり」２～３割くらい。


【「はじめ」は何を書くのか】
読書感想文の本を手に取った時、書名や表紙のイラストを見た時に、思ったことが書きやすいです。
「冒険って書いてあるけど、表紙は子どもの絵だな。冒険ってあこがれるなぁ。」「野球の話っぽいな。これなら読めるかも。」「失敗したのに乾杯するの？変なの」など、心に何かしら「ひっかり」があったと思います。それを書きます。すでに「感想」が始まっています！
・なぜ、おもしろそうだと思ったのか（エピソード）
・どこが疑問に思ったのか（書名でひっかかったところ）
・目を引いた言葉・イラスト
・誰かに薦められた時の気持ち（「面白くなさそう」と思えば、それもよい）
おうちの方から聞いてみましょう。
「どうしてこの本を選んだの？」「題名を読んでどう思った？」「どんな本だったの？」など。
お子さんが困らないよう、いつもの調子で聞いてみるのがコツです。「さあ、始めるわよ！」ではなく、「この本のこと教えて！」という前向きな気持ちが大切です。
最初は「えっと・・・？」と困っても、「給食室って言葉かな。給食好きだし。給食室って行ったことないんだ。この前も」と話しだしたらシメたもの！
それが「はじめ」です。
お子さんが本の「出合いの印象」の後に、内容について語り始めたら、それも「はじめ」に使えるので、「選んだ理由」だけにこだわらなくてもよいです。
箇条書きでよいので、書き留めましょう。
（メモなので、おうちの方が聞いたことを書いておいてあげてもよいです）


【「なか」は何を書くのか】
本を読んだ時に感じたこと、分かったことを書きます。
まず、登場人物の行動や主題から、感じたことや分かったことを書くと弾みがつきます。
「あらすじ」は、「誰がどこで何をどうした話」と形式にこだわらず、「主人公の○○が給食をたくさん食べていました。」だけでも「あらすじ」です。
ここから、自分のエピソードを膨らませていきます。
「だってさぁ」や「わたしだったら」「この前、ぼくの教室でも」「○○なんだって」・・・
これが大事なのです！　「あら、そうなのね。それで？」と普段の会話をしましょう。
これが、そのまま「読書感想文」になります。


【「おわり」は、まとめ】
これまでの「感想」や「エピソード」を振り返って、未来の自分に向けて書きます。
どんな「思い」「夢」があるのか、その「思い」「夢」を叶えるには、自分はどうあることが望ましいのか、を書きます。
「平和」を願うこともあるでしょう。その気持ちを具体的に、そして、自分は何ができるのか、聞いてみましょう。


【読書感想文の効果】
　読書そのものの「よさ」「効果」を得られるだけでなく、おうちの方との楽しい会話、コミュニケーションもお子さんにとってよい思い出になります。
「また読書して、おうちの人に聞いてもらいたい」「読書感想文って楽しい」、そこから「読書って楽しい」、読書習慣につながります。
　読書は「自分と向き合う時間」です。
読書をしている間に、こんなにたくさんのことを考えています。自分と照らし合わせています。
「読書感想文」は、その「自分の頭の中」を言語化する作業です。
言葉に詰まったら、国語の教科書巻末の「言葉のたからばこ」のような「言葉集」を参考にしてください。自分の中の漠然とした気持ちにぴったりの言葉が見つかります。

できたら、お子さんが読んだ本を、おうちの方も読んでおくとよいです。
「私もそう思ったわ」と会話がより弾み、「読書感想文」も深みがうまれます。
特に「うちの子、本を読まなくて・・・」とお悩みでしたら、かなり効果があります！

【「読書感想文」の題名は最後に】
「『○○』を読んで」ではなく、自分なりの読書感想文の題名を考えましょう。骨組みができたら、考えるとよいです。
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